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qbadaum nadadaind badar pbadaind batpaab nadafb sb badar b
入り江の家は小さくない支えで、農地毎に広い支えとなった。
多くの交易人がナダフブ国で農民に従った。

bqaadaumb nadafb aabsb nadaqaadaum aadar faab nadaqaadasb aatdardab
古い幾らかの家の人は争わず、アアブ国は自立的な国ではなかった。
幾らかの農地は良く、ナダクアアダ国は農民を増やした。

aadar aadaum aab aadand
幾らかの農地の所有家は全て静かになった。

fbadand aatdar aadar daaafb nadadaum batdaum badar sand nadafb
良い傍には悪さがあり、追加した農地の幾らかの農地は、小さく合流した。
豊かでない家の多くの家は農地毎の国土を争わなかった。

dafdaum aadaum sand aaqand badand nadafaatb nadafbatb saind
豊かな家の所有家の国土は活発だが色々悪く、長期でない国は豊かでなく変化した国土だった。

sand aaqand
国土は活発ではあったが。

paadaum and aadaum fbada sand bada faada aab aafbab sair azi
幾らかの家であるが所有家は、良い競争で、約束が良く沢山なだけで
合流した領土には日光が可能だった。

daqaid aaad aaaid fadar said bqaab sand fadaum
自助で納まり、幾らか手助けの遠い農地の長老は、
古いだけで国土は遠い家だった。

kdar aatar aaum k aadaumb sar
後に農地に土地を加え、それぞれの後に、所有家の人が指導者になった。


